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研究成果の概要（和文）：他者との関わりの中で人は快を追求する接近的な動機をもつこともあれば、不快を防ぐ回避
的動機づけをもつこともある。本研究の主たる結果の一つは、快の追求を背景とする接近的動機はそれを反映した接近
的相互作用を促すことで関係満足を高める一方、回避的動機はそれとは独立して回避的相互作用を促すことで関係満足
を高めるということであった。つまり、接近的動機でなく回避的動機もまた関係満足を高めることが本研究の結果明ら
かになった。

研究成果の概要（英文）：Individuals with social approach motivation seek to obtain positive outcomes from 
their social relationships, while individuals with social avoidance motivation seek to prevent negative ou
tcomes. My research showed that individuals with strong approach (/avoidance) motivation reported behaving
 according to the motivation and were more satisfied with their relationships than were individuals with w
eak approach (/avoidance) motivation. This results thus suggest that both approach and avoidance motivatio
n can enhance relationship satisfaction.
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１．研究開始当初の背景 
 ある対人関係の中で支援的なやりとりを
したり逆に厳しさを伴う相互作用をもった
りすることは、それを取り巻くネットワーク
や集団に対していかなる帰結をもたらすだ
ろうか？本研究は、これまであまり明らかに
されてこなかったこの問いに対して、社会的
動機づけ研究や当事者と第三者による社会
的推論プロセスの違いに関する研究知見を
援用してアプローチした。 
２．研究の目的 
 本研究の第一の目的は、接近・回避動機が
どのように対人的な帰結をもたらすのかと
いうプロセスの独立性を明らかにすること
であった。第二の目的は、報酬や罰といった
社会的動機の効果を、送り手と受け手以外の
第三者を含めたプロセスとして理解するこ
とであった。本研究では具体的に社会情緒的
な関係性と課題関連的な関係性それぞれに
おいて検討した。 
３．研究の方法 
 社会情緒的な関係性について、大学生友人
関係の変化を検証できるパネルデータ、大学
新入生のネットワーク拡大についてのパネ
ルデータ、課題関連的な関係について医療ス
タッフ（医師、看護師、事務職）を対象とす
る大規模調査データを取得した。また、大学
生を対象とする質問紙実験、実験室実験を行
いデータを取得した。 
４．研究成果 
 得られた成果は主に以下の４点である。第
一に、接近的動機はそれを反映した接近的相
互作用を、回避的動機も同様に回避的相互作
用を促すことでそれぞれ関係満足を高める
ことであった。第二に、接近的動機が弱い場
合異質性の高いネットワーク拡大には満足
しないが、同質性の高いネットワーク拡大に
は満足しやすい。他方、回避的動機が強い場
合、異質性の高いネットワーク拡大にはスト
レス反応としての摩耗を強く感じるが同質
性の高いネットワーク拡大には摩耗をあま
り感じないことであった。第三に、接近的動
機はその相互作用の展開を促し、結果として
相手の接近的動機を高めるという相互影響
プロセスがみられる。一方、回避的動機の伝
染は接近的動機の高さによって調整される
ことであった。第四に、上司からの罰の被行
使が上司への信頼を高めるのは親しい間柄
にある場合であること、 一方組織規模が小
さい場合、 上司による他メンバーへの罰の
観察が上司への信頼を高めるのはその罰が
公正な場合であることであった。 
 これらの結果は、社会的動機がその内容に
よって独立して成果をもたらすこと、ならび
にその影響が当事者と局外者とで異なるこ
とを示すものであった。さらに、接近的動機
と回避的動機とでは適応的な社会的対人環
境が異なることも示された。これらは従来の
研究では十分に明らかになっていなかった
点である。また、回避的動機の充足プロセス

が接近的なものに比して困難であることが
繰り返し示された点は実践的にもインパク
トをもつものであった。 
 今後は、これら社会的動機づけをめぐるプ
ロセスがよりマクロな変数においてどのよ
うな影響をもつのかを知る必要がある。 
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